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美幌覆道は、図に示されているよう 図一1 美幌覆道のメッシュ図 図-2 応答値の計測点、図

















物性モデル名 土質モデル 開体 型車佐体
特徴 Moh圧r-CカO依叫。存m型H剛嘩伏性条件 非変形 線形
縦(kg弾~I性c皿偶数 3.0x10' 
ポアソシ比 0.45 0.2 
せ(kgんfl断c岨弾)性係数 G，ap+c {kgf/c皿2a軍 510(kgf/cm)1β 1.875 
b -0.5 x10' 
c -0.051 (kgf/cm2) 
降伏条件
72cC a+1σ.0t2an(kφ gf/c血行 降伏 降伏
せず せず。置30・
比(kM重f量c皿、 0.0018 0.00452 O.ω25 
土木学会第48回年次学術講演会(平成5年9月)
した時点から行うこととしているため、重錘には衝突速度として落下高から換 -ーWelaht 岬・ctf，町同
算した速度を与えている。本研究では、 10m落下に対する実験結果との比較 J27-Mア!?i岬・d ?" 
を行っているので、 v=14m/sec を入力している。また敷砂厚は 90cm である '!I~...pS I よ弘 i 
3・数値解析結果と実験結果との比較 4; ムムムユ 1ω 
3.1 重鍾衝撃力および伝達衝撃力の時刻歴波形による比較 耐開(mH。
(a)酬 Iytical岡山1I (，¥雛20tf/.J) 
図-3には重錘衝撃力と敷砂材底部の伝達衝撃力の時刻腫波形を示している。{的
(a)には数値解析結果、 (b)には実験結果の波形分布を示している.ここでは、 官l U二 ι、‘
てレーヲ..，.. 戸唱ιー
数値計算の入力データのうち、ラーメ定数のみをパラメータとして扱い、実験_，:r: c r-ブ---]
結果との照合を行っている.図に示しているように各衝撃力の最大応答値に開 。一 向e(m蝿吋 。






図-4は図一2に示している覆道頂版の 5点(D1 '" D5 )に着目した鉛直
変位波形の解析結果と実験結果の比較図である o D1 '" D5のいずれの鮒庁結
果および実験結果とも低次の振動状態となっている.第 1波自の主応答部分
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図-5 覆工の曲げモーメシト分布
